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幕別中央保育所運動会が６月17日に絶好の運動会
びよりの中行われました。こどもたちの楽しい顔
に大きな声援が送られていました。
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介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
社
会
の
中
で
、
で
き
る
限
り
自
立
し
て
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
昨
年
の
四
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
介
護
保
険
」。
こ
の
一
年
間
の
実

施
状
況
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
、
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
要

介
護
認
定
の
申
請
を
行
い
、
訪
問
調

査
を
受
け
て
か
ら
介
護
認
定
審
査
会

に
よ
る
要
介
護
認
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
は
平
成
十
二
年
四

月
か
ら
実
施
さ
れ
、
制
度
開
始
当
初

は
認
定
申
請
者
が
多
数
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
半
年
前

の
平
成
十
一
年
十
月
か
ら
認
定
申
請

を
受
け
付
け
ま
し
た
。

幕
別
町
で
要
介
護
認
定
を
受
け
た

人
は
、
制
度
施
行
時
の
平
成
十
二
年

三
月
末
現
在
で
三
百
七
十
七
人(

高

齢
者
数
の
八
・
五
％)

で
し
た
が
、

平
成
十
三
年
三
月
末
現
在
で
は
五
百

十
二
人
（
高
齢
者
人
口
の
十
一
・

〇
％
）
に
な
り
前
年
と
比
べ
て
百
三

十
五
人
増
え
ま
し
た
。

認
定
者
の
う
ち
在
宅
者
数
は
、
平

成
十
二
年
年
三
月
末
現
在
で
二
百
五

十
人（
認
定
者
数
の
六
十
六
・
三
％
）

で
し
た
が
、
平
成
十
三
年
三
月
末
現

在
で
は
二
百
八
十
二
人
（
認
定
者
数

の
五
十
五
・
一
％
）
で
、
前
年
と
比

べ
て
三
十
二
人
の
増
加
で
す
が
率
は

十
一
・
二
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

要
介
護
度
別
の
状
況
は
表
①
及
び

グ
ラ
フ
①
の
と
お
り
と
な
っ
て
お

り
、
要
介
護
度
が
上
が
る
に
連
れ
て

半
年
前
か
ら
認
定
開
始

要
介
護（
支
援
）者
の
状
況

在
宅
率
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
要
し
た
費
用
の
総
額
は
六
億
五
千

六
百
八
十
六
万
円
で
す
。
当
初
予
算

と
比
べ
て
七
十
四
・
九
％
の
執
行
率

で
し
た
。

当
初
予
算
は
平
成
十
年
十
月
に
実

施
し
た
高
齢
者
実
態
調
査
に
基
づ
き

①
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
数
②
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の
程
度
必
要
か
③

介
護
施
設
の
整
備
状
況
―
な
ど
に
つ

い
て
予
想
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

給
付
が
当
初
予
算
よ
り
下
回
っ
た

要
因
と
し
て
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
は

痴
ほ
う
性
老
人
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が

町
内
に
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
利

用
実
績
が
計
画
の
五
％
程
度
で
あ
っ

た
こ
と
と
、
住
宅
改
修
や
福
祉
用
具

購
入
だ
け
の
利
用
者
が
い
た
こ
と
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
で
は
療
養
型
病
床

群
が
一
カ
月
四
十
人
の
給
付
計
画
に

対
し
、
療
養
型
は
、
保
険
請
求
す
る

と
き
に
、
病
院
側
が
医
療
保
険
と
介

護
保
険
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
請

求
で
き
る
こ
と
か
ら
介
護
保
険
で
の

請
求
が
少
な
く
、
一
カ
月
平
均
二
十

六
人
で
あ
っ
た
こ
と
。

老
人
保
健
施
設
が
一
カ
月
七
十
人

の
給
付
計
画
に
対
し
、
町
内
で
の
施

設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
八
月
ま
で
は
三

十
人
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

審
査
支
払
手
数
料
と
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
を
除
く
保
険
給
付
費
支
出

済
額(

六
億
五
千
二
百
三
十
七
万
円)

に
占
め
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
の
割
合

は
七
十
七
・
八
％
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス

費
は
二
十
二
・
二
％
で
あ
り
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス
よ
り
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
多
く
、
利
用
の
四
分
の
三
を

占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

在
宅
サ
ー
ビ
ス

①
家
庭
を
訪
問
す
る
サ
ー
ビ
ス

②
日
帰
り
で
通
う
サ
ー
ビ
ス

③
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

④
福
祉
用
具
の
貸
与
、
購
入
や

住
宅
の
改
修

⑤
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

⑥
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
の
介
護

⑦
痴
ほ
う
性
老
人
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
で
の
介
護

施
設
サ
ー
ビ
ス

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

②
老
人
保
健
施
設

③
介
護
療
養
型
医
療
施
設

保
険
給
付
の
状
況

サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
内
訳

介護老人保健施設あかしやの入所者
の様子。機能回復のために習字を練
習しています。

要支援

身　体　状　況

要
　
介
　
護

1

2

3

4

5

食事、着替えなどはおおむね自立しているが
ときどき支援が必要

食事、着替えなどはおおむね自立しているが
ときどき一部介護が必要

食事などはなんとか自分でできるが、排せつ
に介護が必要

食事、着替え排せつのいずれにも一部介護が
必要

重度の痴ほうで、食事、着替え、排せつなど
に介護が必要

寝たきりで食事、着替え、排せつに全面的介
護が必要

要介護度は身体状況により６段階に分けられます。

予　算

185,565

638,989

1,411

2,821

25,195

2,022

21,520

877,523

支出済額

124,458

507,427

1,300

2,727

16,462

840

3,651

656,865

執行率

67.1％

79.4％

92.1％

96.7％

65.3％

41.5％

17.0％

74.9％

在宅サービス費

施設サービス費

福祉用具購入費

住宅改修費

サービス計画給付費

審査支払手数料

高額介護サービス

合　　計

介護保険給付の執行状況　　　　 単位：千円

施設サービス費�
（72.8％）�

在宅サービス費�
（21.1％）�

サービス計画給付費（2.9％）�

住宅改修費（0.3％）�

福祉用具購入費�
（0.2％）�

審査支払手数料（0.2％）�

高額介護サービス等費�
（2.5％）�

介護保険給付の割合�

要 支 援
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５
合　計

在 宅
77
117
45
15
11
17
282

老 健
0
18
28
10
7
5
68

特 養
1
6
10
11
15
30
73

入 院
1
26
11
8
10
33
89

合 計
79
167
94
44
43
85
512
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在宅　　老健　　特養　　入院�

要支援�要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

人�

グラフ①

表①　認定者の要介護度別の状況　平成13年3月末日現在
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要
介
護
認
定
は
保
健
・
医
療
・
福

祉
に
関
す
る
専
門
家
で
構
成
さ
れ
た

「
介
護
認
定
審
査
会
」
に
よ
り
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

効
率
的
な
認
定
を
行
う
た
め
池
田

町
・
浦
幌
町
・
豊
頃
町
・
幕
別
町
の

四
町
は「
東
十
勝
介
護
認
定
審
査
会
」

を
共
同
で
設
置
し
ま
し
た
。
事
務
局

は
幕
別
町
に
置
き
、
通
常
毎
週
火
曜

日
に
幕
別
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

認
定
審
査
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
審
査
会
は
医
師
六
人
・
歯
科
医

師
三
人
・
福
祉
関
係
者
六
人
の
計
十

五
人
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
委
員
を

三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
審
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

公
正
な
審
査
を
行
う
た
め
に
、
判

定
は
全
国
共
通
の
認
定
調
査
票
の
内

容
と
主
治
医
の
意
見
書
を
基
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

場
合
は
原
則
と
し
て
か
か
っ
た
費
用

の
一
割
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
施
設
に
入
っ
た
場
合
は
こ
の

ほ
か
に
食
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

一
割
の
負
担
が
高
く
な
る
場
合

は
、
一
世
帯
・
月
額
三
万
七
千
二
百

円
を
上
限
に
し
て
超
え
る
部
分
は
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
利
用
者

に
お
返
し
し
て
い
ま
す
。
特
に
所
得

の
低
い
方
は
上
限
額
を
低
く
し
施
設

に
入
っ
た
場
合
の
食
費
も
低
く
し
て

い
ま
す
。

幕
別
町
独
自
の
負
担
軽
減
策
と
し

て
低
所
得
者
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
方
に
対
す
る
負
担

軽
減
策
を
本
年
七
月
か
ら
実
施
い
た

し
ま
す
。
内
容
は
今
月
の
「
シ
リ
ー

ズ
よ
く
わ
か
る
介
護
保
険
」
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
、
新

し
い
制
度
の
仕
組
み
に
慣
れ
、
ご
理

解
を
得
な
が
ら
保
険
料
を
負
担
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
六
十
五
歳
以
上

の
方
（
第
一
号
被
保
険
者
）
の
介
護

保
険
料
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
①
平
成
十
二
年
四
月

か
ら
九
月
ま
で
は
納
め
な
く
て
よ
く

②
平
成
十
二
年
十
月
か
ら
平
成
十
三

年
九
月
ま
で
は
半
額
を
納
め
③
平
成

十
三
年
十
月
か
ら
は
本
来
の
額
を
納

め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
平
成
十
三
年
度
の
前

半
の
保
険
料
は
本
来
の
半
額
で
あ

り
、
十
月
か
ら
収
め
る
保
険
料
が
本

来
の
額
と
な
り
ま
す
。

六
十
五
歳
以
上
の
方
の
基
準
保
険

料
は
三
千
三
十
三
円
で
す
が
こ
の
金

額
は
町
内
に
住
ん
で
い
る
方
の
介
護

保
険
の
給
付
を
予
測
し
て
決
定
し
た

も
の
で
す
。
平
成
十
五
年
以
降
の
基

準
保
険
料
は
制
度
実
施
後
の
給
付
実

績
を
基
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

東
部
四
町
協
力
し
て
行

っ
て
い
る
認
定
審
査
会

利
用
者
負
担
の
軽
減
策

町
独
自
の
負
担
軽
減
策

今
後
の
保
険
料
は
ど
う
な
る
？

保
険
料
は
利
用
実
績
で

決
ま
り
ま
す

デイサービスの送迎はリフト付の特殊車両
を使って行われます。送迎は玄関までとは
限らず歩くのが不自由な方はベッドまで送
り届けます

認定審査会の様子。この１年間、４町合わせて2,227件の審査が行われた

私
は
病
院
や
福
祉
施
設
で
介
護

業
務
を
長
く
経
験
し
た
あ
と
、
平

成
十
一
年
七
月
か
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
一

日
の
勤
務
時
間
は
八
〜
十
時
間
で

す
が
深
夜
帯
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
も

あ
る
の
で
大
変
な
仕
事
で
す
。

施
設
と
在
宅
の
サ
ー
ビ
ス
の
違

い
は
、
設
備
が
違
う
こ
と
で
し
た

が
、
最
近
は
用
具
補
助
や
貸
付
制

度
で
解
消
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

一
番
気
を
つ
け
て
い
る
の
は
時

間
厳
守
で
訪
問
す
る
こ
と
で
す
。

毎
日
違
う
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
す

る
事
が
多
い
の
で
利
用
者
の
健
康

状
態
の
把
握
な
ど
、
横
の
連
絡
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
が
す
み
な
れ
た
自
分
の

家
で
家
族
と
快
適
な
生
活
を
送
れ

る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
同
士
の
横
の
連
絡
を
大
切
に
し
て
い
ま
す

緑川 利津子　ヘルパー
ステーション・ハッピー
幕別サービス提供責任者

八
十
三
歳
の
母
は
要
介
護
度
四

で
毎
週
月
曜
と
木
曜
に
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
行
き
、
毎
日
深
夜
の
一
時

三
十
分
に
お
む
つ
交
換
の
訪
問
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
。

母
は
私
の
弟
と
二
人
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
が
弟
は
仕
事
が
あ
っ
て

母
の
世
話
が
で
き
な
い
の
で
、
私

が
毎
日
母
を
介
護
し
て
い
ま
す
。

母
を
寝
か
せ
て
家
に
帰
る
の
は

夜
の
十
時
こ
ろ
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
に

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
し
て
い
る
と
き

が
私
の
体
の
休
ま
る
と
き
で
す
。

こ
の
制
度
が
無
け
れ
ば
、
母
の

面
倒
を
見
つ
づ
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
質
に
は
満

足
で
す
が
、
保
険
料
や
自
己
負
担

が
増
え
る
こ
と
が
不
安
で
す
。

制
度
を
う
ま
く
利
用
し
て
長
生
き
し
て
も
ら
い
た
い
で
す

野呂田　枝美子　
新町在住、旭町に住む母
を介護している

認
定
審
査
会
は
公
平
な
判
断
を

下
せ
る
よ
う
研
修
会
を
何
度
も
実

施
し
ま
し
た
。

各
委
員
は
自
分
の
患
者
さ
ん
や

自
分
の
施
設
の
入
所
者
は
審
査
し

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
審
査
資
料
に
は
被
認
定
者
の
氏

名
や
調
査
員
名
及
び
診
断
し
た
主

治
医
の
名
前
は
伏
せ
て
あ
り
、
調

査
資
料
の
み
に
基
づ
い
た
判
断
が

下
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

審
査
は
書
類
に
書
い
て
あ
る
こ

と
だ
け
を
み
て
判
断
を
す
る
こ
と

が
基
本
で
調
査
し
た
人
や
、
主
治

医
が
ど
れ
だ
け
申
請
者
の
状
況
を

的
確
に
表
現
す
る
か
が
重
要
で
す
。

た
だ
し
、
書
類
の
み
に
と
ら
わ
れ

る
と
実
態
に
合
わ
な
い
事
も
あ
る

の
で
、
よ
く
話
し
合
っ
て
適
正
な

決
定
を
下
す
よ
う
に
努
力
し
て
い

ま
す
。

画
一
的
基
準
に
と
ら
わ
れ
ず
審
査
し
て
い
ま
す

勝山　繁　　医師　
東十勝介護認定審査会
第１合議体委員長

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
利
用

者
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
を
策
定

す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

毎
月
平
均
四
十
五
人
の
方
の
利

用
計
画
を
た
て
て
い
ま
す
。
利
用

者
は
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

か
を
良
く
知
ら
な
い
で
す
し
、
要

介
護
度
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
サ

ー
ビ
ス
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

私
は
家
族
を
含
め
て
利
用
者
が

何
に
一
番
困
っ
て
い
る
か
を
よ
く

聞
き
取
っ
た
上
で
計
画
を
立
て
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
良
い

で
す
が
、
そ
の
分
費
用
負
担
が
伴

う
の
が
利
用
者
に
と
っ
て
大
変
だ

と
思
い
ま
す
。

利
用
者
と
そ
の
家
族
が
何
に
一
番
困
っ
て
い
る
か
を
聞
き

取
り
し
て
利
用
計
画
を
立
て
て
い
ま
す

三井　知子　　札内在宅
ケアセンターあかしやケ
アマネジャー

さんさん

さん
さん
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国
は
、
平
成
十
三
年
三
月
に
「
市

町
村
合
併
推
進
指
針
」
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
市
町
村
合
併
支
援
本
部

を
設
置
し
積
極
的
に
市
町
村
合
併
を

推
進
し
よ
う
と
取
り
組
み
を
始
め
ま

し
た
。

な
ぜ
、
国
は
「
市
町
村
合
併
」
を

積
極
的
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
今
、
私
た
ち

を
取
り
ま
く
状
況
に
大
き
な
変
化
が

生
じ
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

一
つ
に
は
、
私
た
ち
の
日
常
社
会

生
活
圏
が
市
町
村
の
行
政
区
域
を
越

え
て
確
実
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
で

す
。道

路
網
の
整
備
に
よ
る
交
通
体
系

の
整
備
や
自
動
車
の
普
及
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
な
ど
の
電
子
機
器
に
よ
る
情

報
通
信
手
段
の
発
達
な
ど
に
よ
っ
て

通
勤
・
通
学
圏
や
医
療
圏
、
商
圏
な

ど
は
拡
大
し
て
お
り
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
も
広
域
化
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

二
つ
に
は
地
方
分
権
へ
の
対
応
で

す
。
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ

て
、
実
施
の
段
階
に
入
り
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
、
住
民
の
必
要
と
す
る
サ

ー
ビ
ス
も
多
様
化
・
専
門
化
し
て
お

り
、
住
民
に
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
適
切
・
効
率
的
な
提
供
と
、
こ
れ

に
対
応
す
る
人
材
の
育
成
確
保
や
行

政
の
効
率
化
な
ど
、
提
供
基
盤
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
つ
に
は
、
少
子
・
高
齢
化
の
進

行
が
あ
り
ま
す
。
我
が
町
は
幸
に
人

口
は
確
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

少
子
・
高
齢
化
の
状
況
は
他
の
町
と

同
様
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

少
子
・
高
齢
化
は
、
社
会
経
済
構

造
の
変
革
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
福
祉
を
支
え
る
マ
ン
パ
ワ
ー

の
確
保
な
ど
の
体
制
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

四
つ
に
は
、
国
を
は
じ
め
地
方
自

治
体
の
厳
し
い
財
政
状
況
が
あ
り
ま

す
。今

、
国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
借
入

金
残
高
は
六
六
六
兆
円
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
特
に
地
方
税
な
ど
自

主
財
源
の
割
合
の
低
い
市
町
村
に
と

っ
て
、
国
の
財
政
運
営
方
針
に
大
き

な
影
響
を
受
け
る
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
福
祉
・
保
健

医
療
・
教
育
・
環
境
な
ど
、
身
近
な

社
会
資
本
整
備
が
一
層
増
大
し
て
い

く
も
の
と
見
込
ま
れ
、
こ
れ
に
対
応

で
き
る
財
政
基
盤
の
確
立
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

特集

市
町
村
合
併
と
ま
ち
の
将
来
像

まちの将来
像

考えてみません
か

市町村

合　併
今
、「
市
町
村
合
併
論
」
が
新
聞
紙
上
な
ど
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
会
・
経
済
環
境
が
急
激
に
変
化
す
る
中

で
「
幕
別
町
の
将
来
像
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
」
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
よ
う
と
七
・
八
月
号
の
二
回
に
わ
た
っ
て
「
特

集
・
市
町
村
合
併
と
ま
ち
の
将
来
像
」
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
幕
別
町
の
将
来
像
を
と
も
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

Q&Aコーナー

「市町村合併」とは？

「市町村合併」とは、
たとえばＡ町とＢ町が

ひとつになってＣ市ができた
り、Ｄ町がＥ町に編入された
りすることをいいます。

「合併特例法」とは？

「合併特例法」は、正
式には「市町村の合併

の特例に関する法律」といい、
昭和40年３月、市町村行政の
広域化の要請に対処し、市町
村の合併を円滑にすることを
目的に制定された時限立法

（有効期間をあらかじめ定め
た法）です。

より一層の市町村の自主的
な合併を推進するため、平成
11年７月に地方分権一括法の
施行により合併特例法の適用
期限が、平成17年３月31日ま
でと定められました。

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

■　上　■

「
市
町
村
合
併
論
」
そ
の
背
景
に

あ
る
も
の
は

■
日
常
生
活
圏
の
広
域
化

■
地
方
分
権
へ
の
対
応

■
少
子
・
高
齢
化
の
進
行

■
厳
し
い
財
政
状
況

市
町
村
合
併
は
、ま
ち
の
将
来
像

を
考
え
る
一
つ
の
選
択
肢

こ
の
よ
う
な
、
社
会
経
済
環
境
が

大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
国
や
北
海

道
は
自
主
的
合
併
の
推
進
を
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。

今
日
ま
で
の
国
や
北
海
道
の
動
き

を
表
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
が
、
国

は
平
成
七
年
四
月
に
合
併
特
例
法
の

一
部
を
改
正
し
、
市
町
村
の
自
主
的

合
併
の
推
進
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
十
一
年
七
月
に
地
方

分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
る
と
同
時

に
、
合
併
特
例
法
の
一
部
を
改
正
し

財
政
措
置
等
の
拡
充
を
盛
り
込
み
、

合
併
推
進
と
財
政
支
援
を
示
し
て
お

り
ま
す
。

平
成
十
一
年
八
月
に
は
市
町
村
合

併
推
進
指
針
を
策
定
し
、
都
道
府
県

に
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
の
策
定
を

要
請
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

北
海
道
は
、
市
町
村
合
併
推
進
要
綱

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
平
成
十
二

年
九
月
に
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
を

策
定
し
各
市
町
村
に
北
海
道
の
考
え

方
を
示
し
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
十
一
月
に
は
、
さ
ら

に
合
併
特
例
法
の
一
部
を
改
正
し

「
市
と
な
る
べ
き
要
件
を
三
万
人
」

と
定
め
る
と
と
も
に
、
翌
十
二
月
に

は
「
行
政
改
革
大
綱
」
の
閣
議
決
定

に
お
い
て
市
町
村
合
併
に
対
す
る

「
住
民
投
票
制
度
の
導
入
」
を
定
め
、

合
併
は
住
民
の
自
主
的
判
断
に
よ
る

も
の
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
五
月
に
は
十
勝
支
庁

管
内
市
町
村
行
財
政
検
討
会
議
が
設

置
さ
れ
、
地
域
の
将
来
像
に
つ
い
て

検
討
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
上
が
、
今
日
ま
で
の
経
過
で
す

が
、
市
町
村
合
併
は
あ
く
ま
で
一
つ

の
選
択
肢
で
あ
り
、
大
切
な
こ
と
は

時
代
の
潮
流
の
大
き
な
変
化
を
し
っ

か
り
と
見
定
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
「
幕
別
町
の
将
来
像
は
ど
う

あ
る
べ
き
な
の
か
」
を
考
え
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

次
号
八
月
号
で
は
、
北
海
道
が
示

し
た
合
併
推
進
要
綱
の
内
容
や
合
併

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、

町
と
し
て
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

市町村合併に関する国・道の動き

〔国の動き〕
平成７年４月　合併特例法の一部改正

□自主的合併の推進

平成11年７月　地方分権一括法施行
平成11年７月　合併特例法の一部改正

□財政措置等の拡充

平成11年８月　市町村合併推進指針の策
定
□都道府県に市町村合併推

進要綱の策定を要請

平成12年11月　合併特例法の一部改正
□市の要件を３万人に

平成12年12月　「行政改革大綱」閣議決
定
□住民投票制度の導入

平成13年３月　市町村合併推進新指針の
策定
□市町村合併支援本部の設

置

〔北海道の動き〕
平成11年８月　市町村合併推進要綱検討

委員会の設置
平成12年９月　市町村合併推進要綱策定

〔十勝管内の動き〕
平成13年５月　十勝支庁管内市町村行財

政検討会議の設置



〔
教
育
に
関
す
る
仕
事
〕

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催

初
心
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
二
月
ま
で
十

二
コ
ー
ス
、
六
十
四
回
の
講
座
を
開

き
ま
す
。
予
想
を
超
え
る
多
く
の

方
々
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
二
百
四

十
人
の
皆
さ
ん
が
、
文
書
の
作
成
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
メ
ー
ル
の
送

受
信
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

＊
九
月
以
降
の
講
習
会
は
「
お
し
ら

せ
」
で
ご
案
内
し
ま
す
。

北
小
に
パ
ソ
コ
ン
を
導
入

児
童
数
の
増
え
て
い
る
札
内
北
小

学
校
の
増
築
（
普
通
教
室
二
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
一
）
に
合
わ
せ
、

8

特
集
　
第
四
期
幕
別
町
総
合
計
画
と
町
の
仕
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
回

町
は
、
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
と
な
る

第
四
期
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
町
の
将
来
像
を
「
め
ぐ
み

野
に
人
が
輝
き
笑
顔
ふ
れ
あ
う
ま
ち
ま
く
べ
つ
」
と
し
、
そ
の

実
現
に
向
け
、
六
つ
の
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。
平
成
十
三
年
度
は

こ
の
総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。
前
回
は
生
活
環
境
と
産

業
に
関
す
る
町
の
仕
事
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
月
は
教
育
と
福

祉
や
保
健
関
係
の
仕
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

心
豊
か
な
人
と

文
化
を
育
む
ま
ち

9

図
書
館
の
閉
館
時
刻
を
午
後
六
時
に

平
日
と
土
日
、
祝
日
の
閉
館
時
刻

を
統
一
し
ま
し
た
。
図
書
館
本
館
、

札
内
分
館
と
も
午
後
六
時
閉
館
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
札
内
分
館
は
木
曜

日
の
み
午
後
八
時
に
閉
館
し
ま
す
。

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
資
料
の
視
聴
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

食
器
と
断
熱
コ
ン
テ
ナ
を
更
新

給
食
用
の
ご
飯
茶
碗
と
汁
物
椀
を

環
境
ホ
ル
モ
ン
等
の
有
害
物
質
が
含

ま
れ
て
い
な
い
上
に
、
耐
久
性
が
高

い
新
素
材
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
ナ
フ
タ
レ

ー
ト
樹
脂
製
の
製
品
に
更
新
し
ま

す
。
ま
た
給
食
の
配
送
に
使
用
す
る

コ
ン
テ
ナ
を
断
熱
性
の
よ
り
高
い
物

に
更
新
し
、
少
し
で
も
温
か
い
給
食

の
提
供
を
し
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
更
新

日
新
地
区
の
児
童
・
生
徒
を
送
迎

し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
更
新
し

ま
す
。
新
し
い
バ
ス
は
八
月
か
ら
運

行
す
る
予
定
で
す
。

ム
ッ
ク
リ
の
Ｃ
Ｄ
を
製
作

ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化
の
継
承
と
保

存
を
図
る
た
め
、
伝
統
的
楽
器
で
あ

る
ム
ッ
ク
リ
の
Ｃ
Ｄ
録
音
を
し
ま

す
。
千
住
に
住
む
安
東
ウ
メ
子
さ
ん

の
ム
ッ
ク
リ
演
奏
を
百
年
記
念
ホ
ー

ル
音
楽
実
習
室
で
一
カ
月
か
け
て
録

音
し
ま
す
。
完
成
後
は
、
販
売
も
す

る
予
定
で
す
。

芸
術
劇
場
に
補
助
金
交
付

ま
く
べ
つ
町
民
芸
術
劇
場
の
運
営

の
た
め
に
、
今
年
度
も
五
百
万
円
の

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
芸
術
劇
場

で
は
既
に
、堀
内
孝
雄
コ
ン
サ
ー
ト
、

ラ
サ
ー
ル
石
井
さ
ん
ほ
か
の
ク
レ
イ

ジ
ー
ホ
ス
ト
リ
タ
ー
ン
公
演
を
実
施

し
、
た
く
さ
ん
の
方
の
鑑
賞
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
、
声
楽
、
落
語
、
演
劇
公

演
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
福
祉
や
保
健
、
防
犯
、
防
災
等

に
関
す
る
仕
事
〕

青
葉
保
育
所
で
乳
幼
児
保
育
を
開
始

共
働
き
世
帯
や
働
く
お
母
さ
ん
等

を
支
援
す
る
た
め
、
零
歳
か
ら
一
歳

児
の
乳
幼
児
保
育
を
札
内
青
葉
保
育

所
で
も
始
め
ま
し
た
。
幕
別
中
央
保

育
所
、
札
内
南
保
育
所
、
札
内
北
保

育
所
と
合
わ
せ
、
四
十
一
人
の
乳
幼

児
を
保
育
し
て
い
ま
す
。

北
保
育
所
に
駐
車
場
を
造
成

交
通
量
の
多
い
道
路
沿
線
に
あ
る

札
内
北
保
育
所
に
、
送
迎
時
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
乗
用
車
七
台
分

の
駐
車
場
を
つ
く
り
ま
す
。

福
祉
ガ
イ
ド
を
作
成

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
制
度
が
ひ

と
目
で
わ
か
る
「
障
害
者
福
祉
ガ
イ

ド
」
を
作
成
し
ま
す
。
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、

お
よ
び
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
配
布
を

す
る
予
定
で
す
。

防
犯
灯
の
新
設

夜
道
の
安
全
を
図
る
た
め
、
百
十

カ
所
に
防
犯
灯
を
新
設
し
ま
す
。

個
別
健
康
教
育
や
健
康
づ
く
り
運
動

教
室
の
実
施

特
に
高
脂
血
症
の
予
防
を
目
的
と

し
た
個
別
健
康
教
育
を
実
施
す
る
な

ど
、
効
果
的
な
生
活
習
慣
の
改
善
を

支
援
し
ま
す
。
ま
た
健
康
づ
く
り
運

動
教
室
を
開
き
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
楽

し
く
運
動
を
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

詳
細
は
、
そ
の
都
度
「
お
し
ら
せ
」

に
載
り
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
八
月
号
に
続
く
）

健康づくり運動教室には15のコースがあり
ます。保健福祉センターでは「らくらくエ
アロビクス教室」を週４回実施しています

給食センター
では１日2800
食を調理して
います。この
日のメニュー
は味噌ラーメ
ンと餃子でし
た

パ
ソ
コ
ン
二
十
一
台
を
導
入
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
す
べ
て
の
小
中
学

校
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
札
内
東

中
学
校
、
糠
内
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン

を
更
新
し
ま
す
。

可
動
机
を
導
入

成
長
の
早
い
子
供
た
ち
に
対
応
す

る
た
め
、
高
さ
を
調
整
で
き
る
机
と

椅
子
を
購
入
し
ま
す
。
今
年
度
は
八

十
人
分
の
購
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

教
育
活
動
指
導
助
手
の
配
置

集
団
生
活
に
慣
れ
て
い
な
い
新
一

年
生
の
ク
ラ
ス
に
指
導
助
手
を
配
置

し
ま
し
た
。
学
校
生
活
を
初
め
て
体

験
す
る
大
事
な
時
期
に
、
分
か
り
や

す
い
授
業
を
行
い
ま
す
。
配
置
し
た

学
校
は
白
人
小
学
校
、
札
内
南
小
学

校
、
札
内
北
小
学
校
の
一
年
生
ク
ラ

ス
、
六
学
級
。
対
象
と
な
る
一
年
生

は
二
百
二
十
三
人
で
す
。

幕
別
町
民
プ
ー
ル
の
温
水
化

緑
町
に
あ
る
町
民
プ
ー
ル
を
温
水

に
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
利
用
で
き

る
期
間
が
長
く
な
り
、
五
月
中
旬
か

ら
十
月
下
旬
ま
で
の
間
、
利
用
で
き

る
予
定
で
す
。

※
今
年
度
の
利
用
期
間
は
早
ま
り
ま

せ
ん
。

ト
レ
セ
ン
・
ス
ポ
セ
ン
の
通
年
開
館

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

と
札
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、
四

月
か
ら
休
館
日
を
廃
止
し
、
年
末
年

始
を
除
き
、
一
年
中
の
利
用
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

めぐみ野に人が輝き  笑顔ふれあうまち  まくべつ�

め
ぐ
み
野
に
人
が
輝
き

め
ぐ
み
野
に
人
が
輝
き�

笑
顔
ふ
れ
あ
う
ま
ち

笑
顔
ふ
れ
あ
う
ま
ち  

ま
く
べ
つ

ま
く
べ
つ�

め
ぐ
み
野
に
人
が
輝
き�

笑
顔
ふ
れ
あ
う
ま
ち  

ま
く
べ
つ�

安
ら
ぎ
と

生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち

定員を越える申し込みがあったパソコン講習会。このコースは�
平日・午後のコース、20歳から80歳まで20人が受講中です。�
今日は電子メールについて学んでいます�

定員を越える申し込みがあったパソコン講習会。このコースは�
平日・午後のコース、20歳から80歳まで20人が受講中です。�
今日は電子メールについて学んでいます�

白人小は２ク
ラス72人に
指導助手が１
人つきます。
写真は算数の
授業中の様子
です

日新線は札内
南小学校児童
10人、札内中
学生６人が利
用しています

今年から青葉
保育所でも乳
幼児保育が始
まりました。
青葉には10人
のお友達がい
ます
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～第15回／訪問介護における低所得利用者負担軽減について～

皆さ
まの
ご希
望に
応じ
て

介護
保険
に関
する
出前
講座
に伺
いま
す。

問い合わせ先：保健福祉センター（154－3811）担当/介護保険係 10

進
め
る
た
め
、
工
期
を
二
つ
に
分
け

て
実
施
し
ま
す
。

全
体
の
工
期
は
八
月
上
旬
か
ら
本

年
十
二
月
末
ま
で
の
予
定
で
す
。

■
第
一
期
工
事

現
在
の
和
室
・
保
健
相
談
室
・
講

座
室
等
を
改
修
し
札
内
支
所
事
務

室
・
和
室
に
改
修
し
ま
す
。

工
期
は
八
月
初
旬
か
ら
九
月
末
ま

で
で
、
工
事
終
了
後
、
十
月
に
札
内

支
所
を
移
転
し
、
新
し
い
和
室
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
第
二
期
工
事

現
在
の
機
械
室
・
湯
沸
室
・
札
内

支
所
事
務
室
を
保
健
相
談
室
・
湯
沸

室
・
講
座
室
に
改
修
し
ま
す
。

工
期
は
十
月
の
事
務
室
移
転
後
か

ら
本
年
十
二
月
末
ま
で
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

札
内
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
札
内
地
区

の
中
心
部
に
位
置
し
札
内
地
区
を
対

象
と
す
る
公
民
館
・
福
祉
セ
ン
タ

ー
・
役
場
札
内
支
所
と
し
て
昭
和
四

十
九
年
か
ら
毎
日
多
く
の
方
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
八
年
に
百
年
記
念
ホ
ー
ル
が

ス
マ
イ
ル
パ
ー
ク
内
に
完
成
し
図
書

館
札
内
分
館
の
機
能
は
移
転
し
ま
し

た
が
、
近
隣
の
集
会
施
設
や
札
内
支

所
と
し
て
の
機
能
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
増
え
て
き
て
い
ま
し
た
。
こ
の

た
び
札
内
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
が
東
隣
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
あ

わ
せ
て
、
札
内
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改

修
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
改
修
は
一
階
南
西
部
分
に

位
置
す
る
札
内
支
所
の
事
務
室
を
一

階
北
西
部
分
に
移
転
し
、
合
わ
せ
て

和
室
の
面
積
を
広
げ
、
機
械
室
を
保

健
相
談
室
等
に
改
修
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
二
階
部
分
は
工
事
を
行
わ

な
い
の
で
、
従
来
ど
お
り
貸
し
出
し

を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
安
全
管
理
に
配
慮

し
通
路
等
も
確
保
い
た
し
ま
す
が
、

工
事
の
性
質
上
、
騒
音
等
で
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

工
事
を
二
つ
の
工
期
に
分
け
る
こ

と
に
よ
り
札
内
支
所
は
従
来
通
り
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

一
階
の
和
室
と
講
座
室
部
分
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
近
隣
セ
ン
タ

ー
や
百
年
記
念
ホ
ー
ル
な
ど
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
保
健
相
談
室
は
工
事
中

は
二
階
に
設
置
し
ま
す
。

札
内
市
街
地
の
人
口
増
加
に
よ
り

札
内
支
所
の
利
用
者
は
年
々
増
加
し

特
に
転
勤
シ
ー
ズ
ン
や
税
の
納
期
等

に
は
窓
口
が
混
雑
し
利
用
者
に
不
便

を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
修
に
よ
り
札
内
支
所
部

分
の
面
積
は
全
体
で
一
・
五
倍
、
待

合
室
部
分
の
み
で
二
倍
に
な
り
ま

す
。移

転
に
あ
わ
せ
て
来
客
カ
ウ
ン
タ

ー
を
広
げ
る
ほ
か
、
待
合
室
の
椅
子

を
増
や
し
、
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
方
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
ベ
ビ
ー
ス
タ

ン
ド
も
設
置
し
ま
す
。

ま
た
保
健
相
談
室
に
新
た
に
来
客

控
え
室
を
設
け
ま
す
。

札
内
支
所
を
閉
鎖
せ
ず
に
工
事
を

改修前の札内支所窓口の様子

支
所
の
充
実
を
図
り
ま
す

札
内
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

改
修

風除室風除室�入　口�

和　室�

ホールホール�ホール�

会議室会議室�
講座室�

男性トイレ�男性トイレ�

女性トイレ�女性トイレ�

備蓄庫�倉庫�

多目的トイレ�多目的トイレ�

保健保健�
指導室指導室�
保健�
相談室�

控え室控え室�控え室�

ポンプ室ポンプ室�ポンプ室�
管理人室�

札
内
支
所
事
務
室

札
内
支
所
事
務
室�

札
内
支
所
事
務
室�

札
内
支
所
待
合
室

札
内
支
所
待
合
室�

札
内
支
所
待
合
室�

待合室が狭くて転勤シーズンや税の納期などに混雑していた札内支所を改修

して広くします。業務は通常どおり行いますが工事中利用できない部屋もあ

りご迷惑をおかけしますがよろしくお願いします

【
国
の
経
過
措
置
】

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
人
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

選
び
、
原
則
一
割
の
自
己
負
担
で

利
用
で
き
る
し
く
み
で
す
。
介
護
保

険
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種

類
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
、
訪
問
介
護(

ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス)

に
お
い
て
は
、
介
護

保
険
法
施
行
時(

平
成
十
二
年
四
月)

に
お
い
て
訪
問
介
護
を
利
用
さ
れ
て

い
た
方
で
低
所
得
者
の
方
の
経
過
措

置
と
し
て
、
一
割
の
自
己
負
担
を
当

面
三
年
間
は
三
％
に
軽
減(

平
成
一

五
年
か
ら
は
六
％
を
予
定)

し
て
い

ま
す
。
こ
の
低
所
得
者
と
は
、
利
用

者
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所
得
税
非

課
税
で
あ
る
世
帯
に
属
す
る
方
で

す
。
平
成
十
三
年
五
月
末
現
在
、
幕

別
町
で
は
四
十
八
名
の
方
の
利
用
者

負
担
額
を
、
国
の
経
過
措
置
で
軽
減

し
て
い
ま
す
。

【
幕
別
町
独
自
の
軽
減
制
度
】

国
の
経
過
措
置
で
は
、
介
護
保
険

法
施
行
後
に
新
た
に
介
護
保
険
の
要

介
護
認
定
を
受
け
、
訪
問
介
護
を
受

け
よ
う
と
す
る
方
に
つ
い
て
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。(

※
介
護

保
険
法
施
行
時
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
事
が
要

件
の
た
め
で
す)

幕
別
町
独
自
の
軽
減
制
度
で
は
、

介
護
保
険
法
施
行
後
、
新
た
に
訪
問

介
護
を
受
け
よ
う
と
す
る
低
所
得
者

の
方
に
も
枠
を
広
げ
る
も
の
で
す
。

【
制
度
の
対
象
者
と
軽
減
内
容
】

こ
の
幕
別
町
の
軽
減
制
度
で
は
、

国
の
経
過
措
置
と
同
じ
く
、
生
計
中

心
者
が
所
得
税
非
課
税
で
あ
る
世
帯

に
属
す
る
方
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
国
の
経
過
措
置
と
違

い
、
介
護
保
険
法
施
行
時
に
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
か

ど
う
か
は
問
い
ま
せ
ん
。
軽
減
内
容

は
、
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
は
利
用
者
負
担
額
を
三
％
と
し
、

そ
の
後
に
お
け
る
軽
減
措
置
に
つ
い

て
は
、
諸
情
勢
を
総
合
的
に
勘
案
し

て
検
討
を
加
え
、
必
要
に
応
じ
て
見

直
す
こ
と
と
し
ま
す
。

な
お
、
国
の
経
過
措
置
の
該
当
者

と
な
っ
て
い
る
方
は
、
重
複
し
て
幕

別
町
の
軽
減
措
置
の
対
象
者
と
な
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
具
体
的
な
利
用
方
法
】

幕
別
町
の
訪
問
介
護
利
用
者
負
担

の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
所
定

の
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、

幕
別
町
の
認
定
を
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
申
請
書
は
幕
別

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
札

内
支
所
、
糠
内
出
張
所
な
ど
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。
申
請
に
基
づ
き

審
査
が
行
わ
れ
、
対
象
者
と
し
て
認

定
し
ま
し
た
ら
、
幕
別
町
よ
り
「
訪

問
介
護
利
用
者
負
担
額
減
額
決
定

書
」
と
、「
訪
問
介
護
利
用
者
負
担

額
減
額
認
定
証
」
を
ご
本
人
あ
て
に

交
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
利
用
さ
れ

て
い
る
訪
問
介
護
の
事
業
所
へ
速
や

か
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
具
体
的

な
利
用
料
者
負
担
額
の
支
払
方
法
は

図
解
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

【
軽
減
制
度
の
実
施
時
期
】

軽
減
制
度
は
、
七
月
一
日
か
ら
実

施
さ
れ
ま
す
。
認
定
の
有
効
期
間
に

つ
き
ま
し
て
は
、
申
請
を
さ
れ
た
日

の
属
す
る
月
の
初
日(

例
・
七
月
十

五
日
に
申
請
を
さ
れ
た
場
合
は
七
月

一
日)

か
ら
、
申
請
後
最
初
に
到
達

す
る
六
月
三
十
日
ま
で
で
す
。
六
月

下
旬
に
、
訪
問
介
護
を
現
在
受
け
ら

れ
て
い
る
方
で
、
国
の
経
過
措
置
の

対
象
者
と
な
っ
て
い
な
い
方
に
ご
案

内
を
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
軽

減
制
度
に
つ
い
て
ご
質
問
の
あ
る
方

は
、
担
当
の
介
護
保
険
係
ま
で
お
電

話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１時間の
利用料

本来の負担
額（10％）

軽減後の負
担額（3％）

身体介護

家事援助

複 合 型

4,020円

1,530円

2,780円

402円

153円

278円

121円

46円

84円

図１　軽減後の利用者負担額

※本来であれば…

事業所

幕別町

利用料の１割を支払う

①

②

軽減分の７％を町に
請求し、受領する。

利用者

※委任状を出していただいて利用者の手続きを簡素化…

事業所

幕別町

利用料の３％（軽減後）を支払う

①

②

事業所は委任状を受け
ている利用者の軽減分
７％を町に代理で請求
し、受領する。

工
事
中
も
二
階
部
分
は
従

来
ど
お
り
使
え
ま
す

講
座
室
等
は
他
の
施
設
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

工
事
の
予
定

札
内
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
完
成
予
定
図
（
一
階
部
分
）



こんぴら公園パークゴルフ
場完成。愛好者に無料開放 堀内孝雄コンサート

人情味あふれる演技に感激
演劇「クレイジーホストリ
ターン」公演
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Town  Topics

公区・サークルの活動�
などを広報広聴担当に�
連絡ください�

全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
北
・
北
海
道
大
会

が
中
標
津
町
で
五
月
二
十
日

開
催
さ
れ
「
札
内
マ
マ
」

（
千
田
千
幸
主
将
）
が
優
勝

し
、
全
国
大
会
へ
の
切
符
を

手
に
し
ま
し
た
。

「
札
内
マ
マ
」
は
札
内
地

域
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
好
き
が

集
ま
っ
て
平
成
六
年
に
結
成

さ
れ
、
週
二
回
、
夜
、
二
時

間
の
練
習
を
行
っ
て
い
る
。

全
国
大
会
は
七
月
二
十
六

日
か
ら
四
日
間
、
東
京
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
す
。

堀
内
孝
雄
デ
ビ
ュ
ー
三
十
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
（
ま
く
べ
つ
町

民
芸
術
劇
場
主
催
）
が
五
月
二
十

五
日
、
町
百
年
記
念
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

堀
内
さ
ん
は
昭
和
四
十
七
年
に

「
ア
リ
ス
」
の
一
員
と
し
て
デ
ビ

ュ
ー
。
昭
和
五
十
六
年
か
ら
は
ソ

ロ
活
動
に
専
念
し
、
演
歌
の
分
野

で
も
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

会
場
は
満
席
と
な
り
、
八
百
人

の
観
客
は
、「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」

「
冬
の
稲
妻
」
と
い
っ
た
ア
リ
ス

メ
ド
レ
ー
や
「
恋
歌
綴
り
」「
時

代
屋
の
恋
」
な
ど
の
歌
の
ほ
か
ア

リ
ス
結
成
時
の
思
い
出
話
な
ど
に

大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。

幕
別
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
（
浦

田
邦
夫
会
長
）
は
六
月
十
日
、
幕
別

町
運
動
公
園
内
の
つ
つ
じ
コ
ー
ス
に

家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
ツ
ツ
ジ
百
五

十
本
を
植
栽
し
ま
し
た
。

同
コ
ー
ス
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
発

祥
の
地
で
あ
る
と
同
時
に
ツ
ツ
ジ
が

咲
き
誇
る
こ
と
で
有
名
で
し
た
が
、

近
年
は
ツ
ツ
ジ
の
数
が
減
少
し
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
同
会
が
呼
び
か
け

家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
ツ
ツ
ジ
を
植

栽
し
ま
し
た
。

浦
田
会
長
は
「
み
な
さ
ま
の
お
か

げ
で
コ
ー
ス
が
よ
み
が
え
り
ま
し

た
、
こ
れ
か
ら
も
愛
情
を
持
っ
て
コ

ー
ス
を
使
っ
て
行
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

つつじの名門コース復活へ

宝
く
じ
文
化
公
演
「
ク
レ
イ
ジ

ー
ホ
ス
ト
リ
タ
ー
ン
」（
幕
別

町
・

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
ほ
か

主
催
、
ま
く
べ
つ
町
民
芸
術
劇
場

後
援
）
を
六
月
六
日
、
町
百
年
記

念
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

元
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
、
お
っ

さ
ん
ホ
ス
ト
四
人
組
が
経
営
す
る

札
幌
す
す
き
の
の
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ

「
純
」
で
次
々
に
お
こ
る
ト
ラ
ブ

ル
を
人
情
味
豊
か
に
演
じ
た
も
の

で
す
。

出
演
は
「
ラ
サ
ー
ル
石
井
」

「
小
宮
孝
泰
」「
渡
辺
哲
」
ら
で
個

性
豊
か
な
出
演
者
の
演
技
に
七
百

五
十
人
の
観
客
は
魅
了
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

6
6

猿
別
の
こ
ん
ぴ
ら
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
が
完
成
し
六
月
十
日
か

ら
一
般
に
開
放
さ
れ
ま
し
た
。

同
公
園
は
猿
別
市
街
南
側
に
位

置
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
知
恵
と
力

を
出
し
合
っ
て
昨
年
か
ら
造
成
を

行
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

約
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地

に
あ
お
さ
ぎ
コ
ー
ス
、
こ
ん
ぴ
ら

コ
ー
ス
（
と
も
に
パ
ー
三
十
三
）

が
あ
り
上
級
者
向
け
の
設
定
と
な

っ
て
お
り
、
焼
肉
ガ
ー
デ
ン
や
「
あ

ず
ま
や
」
も
あ
り
ま
す
。

管
理
を
す
る
愛
好
会
で
は
「
多

く
の
人
の
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

5
25

6
10

札内ママ全道優勝
全国大会へ向けて猛練習中6

10

6
10

明
治
三
十
四
年
生
ま
れ
で
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
札
内
寮
で
暮
ら
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
谷
ニ
ク
さ
ん
が
六
月

五
日
に
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。谷

さ
ん
は
礼
文
島
の
生
ま
れ
で
、

昭
和
四
十
八
年
に
札
内
へ
移
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。車
イ
ス
を
使
わ
れ
て
、

耳
も
若
干
遠
く
な
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
お
元
気
で
「
健
康
で
す
ご
く
有

り
難
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。六

月
十
三
日
、
老
人
ホ
ー
ム
で
誕

生
会
が
催
さ
れ
、
訪
れ
た
岡
田
町
長

が
「
お
元
気
で
楽
し
い
時
を
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
ね
」と
記
念
品
を
贈
り
、

ご
長
寿
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

谷ニクさん満百歳の誕生日
町より記念品贈呈

6
5



保健婦：今日は“休養”について話そうと思うんだけど、
スマイル君は夜ぐっすり眠れている？

○：僕は毎日ぐっすり眠ってるし、朝はすっきり目覚めて
るよ。

保：それはいいわね。最近の調査によると、普段の仕事で
「疲れる」と答えている人が72％、また、睡眠で休養
が十分に取れない人が23.1％もいるのよ。

○：みんな疲れが溜まっているんだね。
保：そうね、休養には心身の疲労回復をはかる「休む」こ
とと、自由な時間に趣味などを通して、豊かな生活や
生きがいを創り出す「養う」ことの二つの要素がある
の。疲れた心と体を癒すには、この“休”と“養”の
２つを上手に組み合わせることが大切なのよ。

○：“休”と“養”かぁ～？
保：「休」っていうことはわかるわよね？
○：ぐっすり寝るとか、お風呂に入って疲れをとることか
なぁ？

保：そうね。
○：それじゃ「養」って何だろう？

保：これは好きなことでいいから少しずつ楽しみを持って
続けられるものを持つことよ。

○：そしたらぼくは体を動かすことが好きだから、サッカ
ーをすることでもいいのかなぁ？

保：そうよ！普段と違うこともしながら気分転換もして…
これが積極的な休養と
いわれているのよ。

○：フ～ン、積極的かぁ、
休養の考え方が変わっ
たな、普段と違うこと
をすることも大切なん
だね。

保：ただし、次の日に疲れ
を残さないことが大切。
何事もほどほどにね。
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輝いています�シリーズ�

佐久間祐一さん（美　川）

@8

さくま・ゆういち／昭和７年幕別町明倫に生ま
れる。昭和32年に妻ツル代さんと結婚し明倫
の実家から分家して現在地に入植する。
小麦、ビート、馬鈴薯などを作付けする畑作

農家を息子さんが経営している。
現在、妻、息子の３人家族、趣味の海釣りに

年10回ほど出かけるのが楽しみ。

三
十
年
間
、
風
邪
を
ひ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ホットライン�
健康づくり� 積極的な休養でリフレッシュ

記
録
し
た
り
、
設
備
が
正
常
に
働
い
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
り
す
る
こ
と
で
時
間

は
一
時
間
く
ら
い
か
か
り
ま
す
。
私
は
い

つ
も
朝
の
七
時
こ
ろ
に
見
回
り
に
行
き
ま

し
た
。
時
間
は
短
い
で
す
が
、
毎
日
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
自
分
が
い
な

い
と
き
に
は
家
族
に
代
わ
り
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
が
、
私
は
旅
行
に
い
け
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
話
す
。

水
不
足
に
つ
い
て
佐
久
間
さ
ん
は
「
機

械
等
が
故
障
し
た
と
き
や
漏
水
の
時
は
す

ぐ
に
役
場
に
連
絡
し
て
修
理
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
昔
の
水
道
管
は
石
綿
管
だ
っ
た

の
で
本
管
か
ら
水
漏
れ
し
て
漏
水
個
所
か

ら
先
に
は
ま
っ
た
く
水
が
送
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
本
当
に
つ
ら
い

の
は
水
が
足
り
な
く
な
っ
た
と
き
で
す
。

現
在
で
は
糠
内
浄
水
場
か
ら
の
導
水
管
も

で
き
、
取
水
施
設
の
送
水
ポ
ン
プ
の
能
力

も
上
が
っ
た
の
で
水
不
足
の
心
配
は
ほ
と

ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
開
設
当
時
の

施
設
は
ポ
ン
プ
も
現
在
の
半
分
く
ら
い
の

能
力
し
か
な
く
て
、
取
水
施
設
か
ら
の
水

量
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
一
日

に
時
間
を
区
切
っ
て
給
水
制
限
を
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
役
場
で
も
給
水
車
を

出
動
さ
せ
る
な
ど
し
た
の
で
す
が
、
水
が

必
要
な
方
の
こ
と
を
思
う
と
大
変
つ
ら
か

っ
た
で
す
」
と
語
る
。

最
後
に
佐
久
間
さ
ん
は
「
三
十
年
も
同

じ
仕
事
を
続
け
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
仕

事
に
は
緊
張
感
が
あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
水
を
預
か
っ
て
い
る
と
思
う
と
風
邪
も

ほ
と
ん
ど
引
き
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
月
は
、
三
十
年
間
、
明
倫
簡
易
水
道

の
施
設
を
守
り
つ
づ
け
て
き
た
佐
久
間
祐

一
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

明
倫
簡
易
水
道
は
明
倫
地
区
の
水
不
足

を
解
消
す
る
た
め
昭
和
四
十
五
年
十
二
月

に
第
一
期
工
事
が
完
成
し
、
そ
の
翌
年
に

は
古
舞
全
地
区
と
美
川
地
区
の
一
部
を
供

給
地
区
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

佐
久
間
さ
ん
は
取
水
施
設
や
配
水
池
に

家
が
近
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
施
設
が

供
用
開
始
し
た
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
か

ら
ず
っ
と
施
設
の
管
理
人
を
勤
め
て
き
ま

し
た
。

当
時
の
様
子
に
つ
い
て
佐
久
間
さ
ん
は

「
明
倫
は
高
台
地
区
な
の
で
井
戸
を
掘
っ

て
も
水
は
十
分
に
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

牛
を
飼
う
に
は
水
が
た
く
さ
ん
必
要
な
の

で
酪
農
家
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
が
分
家
し
て
入
植
し
た
こ
の
場
所
は
、

井
戸
を
掘
っ
て
も
水
の
出
る
の
は
春
先
と

秋
の
長
雨
の
こ
ろ
だ
け
で
し
た
。
そ
れ
以

外
の
季
節
は
何
キ
ロ
も
離
れ
た
農
家
に
水

を
も
ら
い
に
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
夏
は
馬
車
、
冬
は
馬
そ
り
に
容

器
を
積
ん
で
水
を
も
ら
っ
て
く
る
の
が
毎

日
の
日
課
だ
っ
た
の
で
す
。
水
道
が
で
き

た
こ
と
に
よ
り
蛇
口
さ
え
ひ
ね
れ
ば
い
つ

で
も
水
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
か

ら
、
み
ん
な
で
大
喜
び
し
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
」
と
語
る
。

農
家
を
経
営
し
な
が
ら
明
倫
簡
易
水
道

の
管
理
人
を
し
た
佐
久
間
さ
ん
は
「
管
理

人
の
仕
事
は
、
毎
日
、
取
水
施
設
と
配
水

池
の
様
子
を
見
て
、
受
水
量
や
送
水
量
を

Hi Cindy, how's it going ? 
やあ､シンディ元気？

Pretty good. You're garden is looking nice.  What
are you planting ?
元気よ。庭はきれいになっているね。何を植えている
の？

I planted some tomatoes and eggplant last week
and now I'm planting strawberries and beans.
先週はトマトとナスビを植えたんだ、今はイチゴと豆
を植えているんだ。

Wow, you are starting to get serious about
gardening! What are these herbs ? 
へぇ、本格的になってきているわね！このハーブは何？

Basil and stevia.
バジルとステビア。

Queen’s  English  with  Daniel

What is stevia ?
ステビアって何？

It's a very sweet herb that is sweeter than sugar.
Why don't you try a leaf ?
とても甘いハーブなんだよ。砂糖より甘いんだよ。葉
っぱ食べてみないか？

Thanks. Wow, it really is sweet isn't it ?
ありがとう。うわぁ、甘いね。

If you want, I'll give you some when it grows
bigger.
良かったら、大きくなってから少し
あげるよ。

Thanks a lot! I'll bring you
some peppermint in return.
ありがとございます！ステビアの

お返しとしてペパーミントを

持ってくるわ。

Gardening（庭作り）

Tom：

Cindy：

Tom：

Cindy：

Tom：

Cindy：

Tom：

Cindy：

Tom：

Cindy：

Cindy is walking her dog.
シンディは犬の散歩をしています。



以前つりぼりを経
営していた時の知人
や友人から、仕事を
やめても何かやった
らいいのではと言わ
れ、興味のあった木

同
級
生
が
七
、
八
人
い
る
の
で
、
主
人
は

「
人
数
が
多
い
の
も
い
い
な
あ
」
と
喜
ん

で
い
ま
す
。

✎

…
出
産
は
大
変
で
し
ょ
う
け
ど
、
が
ん

ば
っ
て
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
で
く

だ
さ
い
。

匿
　
　
名

心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を

開
催
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ほ
か
の
市

町
村
で
は
実
行
し
て
い
ま
す
が
。

✎

…
幕
別
町
も
六
月
か
ら
初
心
者
を
対
象

と
し
た
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
場

は
町
民
会
館
と
百
年
記
念
ホ
ー
ル
で
、
多

く
の
方
が
受
講
で
き
る
よ
う
に
来
年
の
二

月
ま
で
順
次
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

坂
本
　
　
崇

報
ま
く
べ
つ
に
他
に
も
色
々
と
楽
し

い
情
報
と
か
も
取
り
入
れ
て
く
だ
さ

い
。

伏
見
　
幸
子

ん
ば
っ
て
若
い
人
に
も
読
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
お
も
し
ろ
く
、
簡
単
に

し
て
！

✎

…
ご
意
見
・
ご
要
望
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
情
報
を
よ

り
わ
か
り
や
す
く
、
お
し
ら
せ
で
き
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

17 16

さあ、問題だよぉ！�
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Ｐ
・
Ｎ
じ
ゃ
が
い
も
大
好
き

年
の
二
月
の
大
雪
の
時
、
除
雪
で
腰

を
痛
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
医
者
か

ら
プ
ー
ル
で
歩
く
よ
う
に
言
わ
れ
、
緑
館

へ
通
っ
て
い
ま
す
。
プ
ー
ル
利
用
券
を
発

行
し
て
い
た
だ
き
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
・
Ｎ
も
え
こ

内
分
館
が
木
曜
日
に
午
後
八
時
ま
で

開
館
し
て
い
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
本
を
読
む
事
が
増
え
ま
し
た
。
職
員

の
み
な
さ
ん
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

匿
　
　
名

内
分
館
が
木
曜
日
に
夜
の
八
時
ま
で

や
っ
て
い
る
と
い
う
事
を
知
り
、
今

度
行
っ
て
こ
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
・
Ｎ
キ
ョ
ー
コ
の
マ
マ

い
に
臨
月
を
迎
え
ま
し
た
。
早
く
出

産
し
た
い
…
…
。
お
腹
の
子
ど
も
の

札

HIROBAみんなの�

  広　場�

みんなの�

  広　場�

このページではみなさん
からのお便りや取材で聞
いた意見・作品などを紹
介しています。

ATELIERわたしの�

アトリエ�

わたしの�

アトリエ�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
絵

画
や
手
芸
、
陶
芸
品
な

ど
、
み
な
さ
ん
の
力
作

を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ．７月にママさんバレー全国大

会に出場するチームは？

①「札内ママ」

②「札内マミー」

③「幕別ママ」

【応募方法】

はがきにクイズの答え、氏名、

年齢と、ご意見、ご要望などを書

き添えてください。

【あて先】

〒０８９－０６９２

幕別町本町１３０番地

幕別町役場企画室広報広聴担当

【締め切り】

７月１３日（消印有効）

【前回の当選者】

応募総数は24通でした。先月号の

正解は③で、当選者はＰＮ.みーさ

ん、坂本展子さん、山口省子さん、

阿部沙理さん、ＰＮ.手作り大好き

ママさんです。

【毎月5人に図書券をプレゼント】

▽
道
東
舗
道
株
式
会
社
（
足
寄
町
）
か
ら

図
書
館
図
書
整
備
基
金
に
五
万
円

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
六
月
十
八
日
現
在
）

中野　正章さん
（青葉町）

今

北村　和子さん
（泉　町）

札

ILLUSTわたしの�わたしの�

イラスト�イラスト�ID
OLわが家の�

アイドル�

わが家の�

アイドル�

暑い夏を気持ち良く乗り切るために、水中運動をはじめませんか？
水中での運動は、マッサージのような気持ち良さと、体を楽に動かせる楽しさがあります。これは水圧と浮力（水中

の重力は陸上の10分の1）による効果で、足腰に無理がかからず、自分の好きなペースで全身運動ができます。
泳げない方でも簡単にできる内容なので、プールに行った際に是非お試し下さい。 昨年から子育てが少し楽になり、自分の時間がもてるようになっ

たので、姉弟おそろいの服を作ってあげようと思い、始めたのがき
っかけです。本が好きで図書館からよく本を借りていたのですが、
最近は縫い物関係の本も一緒に借り、それについている型紙を利用
して作ったりしています。縫い物は既製品を買うより安上がりです
し、編物より短時間でできるところがいいですね。作っていて楽し
いし、ストレス解消になります。

水
谷
み
ず
が
い

将
悠
ま
さ
ひ
ろ

（
暁
　
町
）

平
成
十
二
年
七
月
三
十
一
日
生
パ
パ

哲
春
さ
ん

マ
マ

聰
美
さ
ん

ぼく、勇ましいでしょ！
いつも元気いっぱいな
んだよ。

く
ん

ももを高く上げて早歩き

※プールに入る時の注意
①高血圧や心臓疾患等の症状のある方は、医師の診断を得てからの運動をおすすめします。
②体調の良くない時は、体が休みを求めているサイン。無理せずお休みしましょう。

泳げない人もチャレンジしませんか？�

準備運動…まずは、プールに入った後、体が温まるまで自分のペースで歩きましょう。

大またでゆっくり歩く 横向きジョギング キック歩行 後ろで足先にタッチ

かかとでしっかり着地

手で水をかぎながら

ももを
上げて

進行方向

ゆっくり水をけりながら歩く

姿勢良く

片足を後方にけりながら歩く

お知らせ　「水中ウォーキング教室」を８月に予定しています。（詳しい日程や内容については、７月15日号の「おしらせ」に掲載）

つ

初広が

彫りを始めました。主にふくろうを彫っているのですが、ふくろ
うは幸せを呼ぶと言われているのもあって、もう200個以上はもら
われて行っています。最近は鶴を彫り始めました。あまり集中し
過ぎて運動不足にならないように続けていきたいですね。

来月は平成12年8月生まれの
お子さんです。7月13日（消
印有効）までに写真と20字程
度のコメント、住所、氏名
（パパとママも）、性別、生年
月日を企画室広報広聴担当ま
でお寄せください。なお写真
はお返ししませんので、ご了
承願います。

募 集 内 容 ＰＮ.いち
ごmilk

ＰＮ．柚月けい

ＰＮ．本山えみ

ＰＮ.しばしば ＰＮ．横
山ポトス

腕を振り
ながら

５月25日に開かれた釧路
方面少年補導員連絡協議会
において、長年にわたり少
年の非行防止と健全育成活
動に尽力してきた帯広地区
少年補導員連絡協議会札内
地区（代表佐々木芳男さん）
が表彰を受けました。

札内地区の補導員は佐々
木さんをはじめ工藤伸さ
ん、杉山雪男さん、橋本喜
作さん、大津路子さんの５
人です。佐々木さんは「こ
れからも町や幕別地区と活
動を共にしながら巡視活動
をしていきたい」と話して
いました。

非行防止に尽力
札内地区の
補導員が表彰



こ
ち
ら

編
集
室
で
す

今
月
は
介
護
保
険
を
特
集
し
ま
し

た
が
、
み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
た

で
し
ょ
う
か
？

高
齢
者
人
口
は
右
肩
上
が
り
に
伸

び
つ
づ
け
、
時
代
は
「
超
」
の
付
く

高
齢
化
社
会
に
移
っ
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。
も
う
ほ
と
ん
ど
日
常
的

な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
は
、
介
護
と

は
日
常
を
脅
か
す
異
常
で
特
別
な
事

態
と
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
感
覚
の
ズ
レ
は
、
介

護
の
労
力
や
経
済
の
問
題
も
確
か
に

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
核
家
族
化
な

ど
に
よ
り
人
が
病
む
と
ど
う
な
る
の

か
、
ま
た
そ
れ
に
ど
う
対
処
し
た
ら

い
い
の
か
と
い
う
知
識
も
体
験
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
い
世
代
が
増
え
て

き
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
、
今
回
の
取
材
を

通
し
て
感
じ
ま
し
た
。

介
護
を
考
え
る
時
に
一
昔
前
の
暮

ら
し
を
再
考
し
て
み
る
の
も
い
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

妹
尾
・
武
田

人の動き《平成13年5月末日現在》

人　口　25, 266人 （－22人）

男　　12, 168人 （－ 9人）

女　　13, 098人 （－13人）

世帯数　 9, 455戸 （＋ 2戸）

広報まくべつ　　　2001年7月号

■発行　幕別町

■編集　企画室広報広聴担当

（〒089-0692  北海道中川郡幕別町本町130番地

TEL  0155-54-6610 FAX  0155-54-3727）

第31回

608ha

今
回
は
下
水
道
の
話
で
す
。
わ
た
し
た
ち
が

生
活
を
営
む
う
え
で
排
出
さ
れ
る
汚
水
（
し
尿
、

生
活
雑
排
水
な
ど
）
は
科
学
的
、
衛
生
的
に
処

理
さ
れ
、
川
や
海
に
放
流
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

雨
水
は
雨
水
専
用
管
を
通
じ
直
接
川
や
海
に
導

か
れ
ま
す
。
こ
れ
が
下
水
道
で
す
。
市
街
地
に

つ
い
て
は
、
都
市
計
画
法
に
よ
り
公
共
下
水
道

の
認
可
を
受
け
、
幕
別
地
区
は
昭
和
五
十
九
年

か
ら
、
札
内
地
区
は
平
成
元
年
か
ら
供
用
開
始

と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
下
水
道
施
設
の
整
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
整
備
の
完
了
し

た
面
積
は
幕
別
地
区
一
七
七
・
七
〇
ha
、
札
内

地
区
が
四
三
〇
・
三
〇
ha
の
計
六
〇
八
ha
で

す
。
計
画
し
て
い
る
整
備
面
積
は
六
七
九
・
九

ha
で
す
か
ら
、
現
在
の
整
備
率
は
八
九
・
八
％

で
す
。
下
水
管
渠
が
埋
設
さ
れ
整
備
さ
れ
る
と
、

そ
の
地
域
の
み
な
さ
ん
は
宅
地
内
の
汚
水
を
下

水
道
で
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
快
適

で
衛
生
的
な
生
活
を
営
め
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
「
公
共
下
水
道
処
理
区
域
外
」

の
地
域
に
居
住
し
て
い
る
方
々
の
生
活
環
境
の

改
善
と
水
質
を
確
保
す
る
た
め
、
町
の
負
担
で

合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
、
個
別
排
水
処
理
事

業
を
平
成
八
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
浄

化
槽
は
、
家
庭
か
ら
出
た
汚
水
を
微
生
物
の
働

き
等
に
よ
っ
て
浄
化
し
下
水
道
並
み
の
放
流
水

に
処
理
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
合
併
浄
化
槽

は
毎
年
度
四
十
基
前
後
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
平
成
十
五
年
度
ま
で
継
続
さ
れ
る

予
定
で
す
。 18,264
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合併浄化槽設置の様子 下水道整備面積の推移


